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新羅の遣唐使と留学生
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はじめに
遣唐使と聞けば、わが国では小野妹子や阿倍仲麻呂を想起するように、あたかも古代日本史の
歴史事象と理解されてきた。また日中友好の交渉史の好例とも見なされて、日本の歴史学界や教
育界で喧伝されてきた。
しかし、近年、新羅や渤海をはじめとして唐に使節を派遣した諸国の遣唐使にも歴史学的関心
が及んできたのは、長い研究史と豊富な研究成果がある日本の遣唐使を相対化して、新たな研究
視角や問題意識の開発が求められていたことによる。
そこで私は昨年開催された「古代東アジア世界史と留学生」のシンポジウムのなかで「新羅の
遣唐使と留学生」を報告した。本文はその折りのレジュメをもとに報告を文章化したものである。
このテーマの論文は後日に期すことで、本誌編集者のご理解を頂きたい。
１．遣唐使の時期区分
新羅の遣唐使は遣隋使を継承して621年にはじまり、唐朝が滅亡する906年まで続くが、その約
300年間を派遣の政治社会状況に視角を置いて、以下のように区分して新羅の遣唐使を理解した
い。
第１期・三国争覇期（621～675年・49或いは48回の遣唐使）この期では高句麗、百済との抗争
のなかで、647年に金春秋と金 信らが唐の政治干渉をめぐる宰相の 曇らの乱を鎮定
し、翌年に金春秋と子の文王が唐に派遣されて恭順の姿勢を唐朝に表明した外交に顕著
であるが、唐との連携をいかに三国争覇に有利に取り込むかの外交である。
第２期・統一初期（686～735年・48回の遣唐使）新羅は前期の対唐恭順外交が奏効して、唐の
遠征軍を大いに得て百済（660年、663年）と高句麗（668年）の王権を瓦解させた。し
かし、唐は百済と高句麗の故地に都督府を置いて覊縻支配を始めたから、これに文武王
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の新羅王権は大いに抵抗し、再び対唐関係は戦果を交えた。しかし、唐の対吐蕃等の政
策から675年に文武王が唐に遣使謝罪した外交に唐は妥協すると、文武王は先に674年に
削られた官爵をもとに復された。この新羅の唐に向けた恭順と友好の外交姿勢は、文武
王の薨去の後に神文王が即位すると、681年には神文王は唐に礼書と文を求めて、唐の
則天武后からは『吉凶要礼』と『文館詞林』を賜わっている。ここに新羅では唐の体制
に勘案して、自国の国制を整える方向が確定し、その方向を大いに進めることになる。
第３期・渤海国との対抗期（737～789年・38回の遣唐使）698年に高句麗の故地に大祚栄が渤
海の王権を樹立し、713年に唐から渤海郡王と册封された。第２代の渤海国王の大武芸
は北隣りの黒水靺鞨の対策から唐と対立するに至り、732年に渤海は唐の登州を海路に
急襲さえしたから、翌年には新羅の聖徳王は冊封号に寧海軍使の職約を新しく加えられ、
渤海の南境に北進することになった。軍使の職約の実は渤海湾海域の安寧を維持するこ
とであり、渤海を牽制することであった。
この期では764年に渤海国に使いした唐の勅使の韓朝彩をその帰路に新羅は迎えた。新羅
では韓朝彩の命を受けて遣日本使を送って、日本で得た情報を勅使韓朝彩に伝え、かつ
その帰国を送っている。渤海との対抗期とは言え、勅使のもとで渤海、新羅、日本の三
国間の外交が遂行した好例であり、新羅が渤海と交渉を開く端緒のひとつとなっている。
第４期・渤海国との交聘期（790年～870年・47回の遣唐使）新羅は790年に「北国」たる渤海に
官位７位である一吉 を帯びた伯魚を派遣した。また812年には官位は９位の級 の崇正
をやはり渤海に派遣した。前回は渤海が東京龍原府へ遷都して間もない頃であり、渤海
の新事情を得ることが交聘の実であろう。新羅のこの遣渤海使の官位は遣唐使のそれよ
り下位であるが、遣日本使の官位の範囲にある。新羅と渤海は唐からともに国王号の册
封を受けており、新羅は渤海に交聘の外交を２度進めたが、この根底には両国が盛んに
唐に遣使していた一方、新羅の遣日本使が途絶傾向にあったことがある。渤海は新羅に
使節を派遣したであろうことも推測されるが、渤海の遣日本使の派遣は続いていたこと
から、渤海が新羅に使節を派遣することは緊要ではなかったのではないかと推測される。
第５期・通交困難期（黄巣の乱〔876～884〕～906年・11回の遣唐使）新羅と唐を結ぶ東シナ
海東部の制海権を運営していた清海軍使の張保皐が841年11月に死去し、その拠点であ
った清海鎮は851年2月に廃止された。張保皐の活動末期の反新羅王権的活動とその死後
の清海鎮勢力の動向に対応して、新羅は844年に江華島に穴口鎮を設置し、制海権を国
家が確保する施策を図った。しかし、唐では黄巣の乱が起こり、新羅の遣唐使は中止さ
れ、また陸路が閉ざされることも起こっている（878年、882年）｡また新羅国内の地方
における叛乱の継続、さらには東シナ海上の海賊の跋扈という新羅王権の混乱と衰退は
892年には半島西南部に甄萱が後百済を、また894年には弓裔が中部に自立する事態に至
ったから、新羅の遣唐使の派遣は困難に陥った。
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以上の期間に正確な計数は極めて困難であるが、新羅はこの約300年間に192（193）回ほどの
使節を唐に派遣している。使節の任命と使行と在唐、そして帰国に至る所用の日数を考慮すれば、
新羅では遣唐使の発遣と帰国が毎年のごとく交互に進行していたことになる。この頻度は建国後
の渤海にも妥当する。
このように新羅と渤海が盛んに使節を唐の朝廷に派遣したことをいかに理解するのか。これを
日本における遣唐使を発遣する政治、文化政策の意図や使節の歴史的意義と同次元でばかりは見
てはならないであろう。また、日本の遣唐使を多方面から理解するには大いに参考となろう。
２．遣唐使の実態
そこで、新羅の遣唐使を以下の視角からその諸相を観察しよう。
q遣唐使の名称
新羅の遣唐使はその使命から以下のように呼称、記録された事例を挙げることができる。
「歳貢使（804年）」・「賀正使（735年の金義質・803年の朴如言）」・「賀正兼告哀使（812
年・金昌男）」・「求請册立使」・「入朝賀正兼迎奉皇花等使」（鳳巖寺智証大師寂照塔
碑）・「謝恩使（764年・金容）」・「入唐進奉使（831年・金能儒）」・「備朝使（870年・
金緊栄）」・「納旌節使（893年・金處誨）」・「賀登極使」等である。その大使の官位は使
命の重要度に対応して上下の差はあるが、角干（１位・644年・金欽純）、大阿 （５位・
735年・金相）、阿 （６位・703年・金思譲）、沙 （８位・737年・金抱質）、級 （９位・
714年・朴祐）、大奈麻（10位・667年・汁恒世）の例を見ることができる。
w派遣回数は申 植氏は約180回を、権悳永氏は178回を計数しているが、崔致遠撰の金石文等
をも調査してみれば、ここでは192（或いは193）回を数えている。
e遣唐使の構成
新羅の遣唐使がどのように構成されていたか、詳しい記録を見ない。僅かに、812年の「賀
正兼告哀使」の「金昌男等五十四人」が「朝見」した例からは上京を許された使節の一行が
54人であったことが知られる。しかし、遣唐使船の着岸地である登州や第５期の楚州（江蘇
省）や揚州に遣唐使の帰国を待機した人員もいたから、一行全員はどれほどであろうか。百
人は超過しないであろう。遣日本使の構成が「大使、副使、大通事、録事、医師、船頭、通
事、小通事、大海師、海師、水手」であることが『延喜式』（巻30・大蔵省）から知られる
ことから、遣唐使の構成員の官位と人数はこれとは異なるであろうが、その構成については
大きくは異ならないであろう。
r遣唐使の経路
新羅の遣唐使一行は金城（慶州）を出立して永川付近の骨火館、おそらくここは新羅の王城
に入る唐からの使者、また帰国する新羅の遣唐使の王都入城前に停まる施設であろうが、こ
こを経て忠州の褥突駅から西海岸の長口鎮あるいは唐恩浦（唐城鎮）に至って出航したであ
ろう。ここまで約392kmの陸行である。山東半島の登州に上陸すると、新羅館に息み、青州
を経て洛陽・長安に至る。このコースは新羅の遣唐使の第４期後半から５期では新羅国内の
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混乱と唐における山東地方の混乱を避け、遣唐使は慶州を出立すると、西南方に陸行して、
全羅南道の栄山江河口付近の会津から出航して楚州に上陸することになる。
t遣唐使の遭難
遣唐使の航行には遭難がなくはない。816年には「入朝王子」の金士信等が悪風に遭い、飄
流して楚州塩城県界に着岸した。淮南節度使の李 がこのことを中央に「以聞」している。
翌817年にも、「王子金張廉」が「風飄」して明州（浙江省）に着岸した。「浙東の某官」が
この一行を「発送」して「入京」を保護している。
882年の「入朝使の金直諒」は「叛臣作乱」（黄巣の乱）による「道路不通」のために楚州
に着岸して揚州を経て蜀に避難した僖宗の行宮に向かっていた。
さらに、831年には「王子の金能儒並びに僧９人」は入朝を果たしたが、その帰国の海路
に「海に溺」れている。また、862年の「入唐使」の「阿 （官位５位）の富良等一行人」
も「溺没」し、893年の「納旌節使」の金處誨も「海に没」した不幸もある。
y在唐期間
新羅の遣唐使は金城（慶州）を出立して洛陽・長安に滞在し、金城に帰国の報告をするまで、
その日数はいかほどであろうか。新羅の遣唐使の入唐から離唐までの期間を予想させる記録
はなかなか目にしない。
831年２月に「新羅王子金能儒並僧九人」が「入朝」したが、同年「秋七月に入唐進奉使
能儒等一行人」は「廻次に溺海」した（『三国史記』）例では在唐期間は５～６ヶ月となろう。
『大唐六典』巻３・戸部度支には「凡そ陸行之程は馬は日には70里、歩及び驢は50里、車は
30里」とある。かの円仁は840年３月１日の日記にこの日は休息を含んで60里を進んだこと
を記している。凡そ１日に33･6kmの移動である。
それでは、遣唐使の長安滞在の日数はどうであうか。かの金春秋と子の文王は648年閏12
月癸未（７日）に「入見」したが、翌年２月癸巳（18日）に帰国する餞別の宴を賜っており、
その在京は約２月余である（『資治通鑑』、『册府元亀』巻109・帝王部・宴享）。724年２月乙
巳（15日）に入唐して賀正した金武勲は同年５月辛酉（27日）に「帰蕃」した（『册府元亀』
巻975・外臣部・褒異）から、その在京は３ヶ月半となる。
そこで、遣唐使の使行の全日数はどうであろうか。『三国史記』の記録では、703年７月に
「朝唐」した金思譲は翌年３月に帰国して『最勝王経』を聖徳王に献じているが、その間は
およそ８～９月間となる。また713年２月に入唐した金貞宗は同年10月に玄宗から詔書を降
されているが、その使行もおよそ８～９月である。長期の例では、768年10月に侍中に任命
された金隠居は前年７月に入唐していたから、その間は閏月を挟んで約１年４ヶ月余となる。
u新羅の貢物
新羅の遣唐使が唐の朝廷に献上した物品の記録は遣唐使の記事のなかに新羅に特有あるいは
異例な貢品が記録されている。その記録から貢品を挙げれば、「果下馬、牛黄、人参、朝霞
錦、金銀、海豹皮、頭髪、美女、女楽、奴婢」等である。
ただ、869年の遣唐使については、『三国史記』巻11新羅本紀第11の景文王「九年秋七月」
条に「王子の蘇判（官位の４位）の金胤等」を「入唐」させ「謝恩」した際の豊富な貢品の
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名と数量が下記のように記録されており、貴重である。
「奉馬二匹。麩金一百両。銀二百両。牛黄十五両。人蔘一百斤。大花魚牙錦一十匹・小花
魚牙錦一十匹。朝霞錦二十匹。四十升白 布四十匹。三十升紵袗段四十匹。四尺五寸頭髪百
五十両。三尺五寸頭髪三百両。金釵頭五色 帯并班 各一十條。鷹金 子 紛 紅 二
十副。新様鷹金 子紛 五色 三十副。鷹銀 子紛 紅 二十副。新様鷹銀 子
紛 五色 三十副。鷂子金 子紛 紅 二十副。新様鷂子金 子紛 五色 三十副。鷂
子銀 子紛 紅 二十副。新様鷂子銀 子紛 五色 三十副。金花鷹 鈴子二百顆。金
花鷂子鈴子二百顆。金鏤鷹尾筒五十雙。金鏤鷂子尾筒五十雙。銀鏤鷹　尾筒五十雙。銀鏤鷂
子尾筒五十雙。繋鷹緋纈皮一百雙。繋鷂子緋纈皮一百雙。瑟瑟金針　筒三十具。金花銀針筒
三十具。針一千五百」
この９世紀半ばの新羅の繊細な絹製品と金属工芸品等は新羅人の美意識を表現するもので
あり、遣日本使が日本に将来した各種工芸品との品目と工芸技術の発展等についての時代的
変遷に関心が及ぶことになる。
i新羅への下賜品
新羅は王の交替時に薨去の前王を哀弔し、また新王を册封する唐からの使者を迎えて唐の皇
帝から絹製品等を下賜された。865年の例では、唐の懿宗は弔祭兼册立使の胡歸厚らを新羅
に送り、賻物「一千匹」のほか景文王には「官誥一道。旌節一副。錦綵五百匹。衣二副。金
銀器七事」を、王妃には「錦綵五十匹。衣二副。銀器二事」を、「王太子」には「錦綵四十
匹。衣一副。銀器一事」を、「大宰相」には「錦綵三十匹。衣一副。銀器一事」を、「次宰相」
には「錦綵二十匹。衣一副。銀器一事」を下賜した事例等である。
一方、遣唐使は新羅王と王妃、また「大宰相」「次宰相」宛の唐皇帝からの下賜品を数多
く将来している。724年の遣唐使の金武勲は聖徳王宛の｢錦袍金帯及綵素共二千疋｣を、786年
の金元全は元聖王宛には「羅錦綾綵等三十匹。衣一副。銀 一口」を、王妃には「錦綵綾羅
等二十匹。押金線繍羅裙衣一副。銀椀一」を、「大宰相一人」には「一副。銀 一」を、「次
宰相二人」には「各衣一副。銀椀各一」を拝領して帰国している。
３．宿衛王子
唐の宿衛制に順応して新羅も遣唐使の派遣に宿衛学生とまた唐の太学に入学する学生を同行さ
せている。891年に崔致遠が草した「遣宿衛学生首領等入朝状」には「学生八人」を「差遣」し
て、唐の国子監に付けて習業させることを求めている。
そもそも宿衛とは唐の朝廷に仕えて、皇帝ほかに故国の王室事情、政治やそのほかの諸事情に
ついての下問に答えるほか、朝廷の儀礼を体験しかつ学ぶ立場である。また、故国と唐との関係
が緊張すれば、故国に送られて親唐政策に転換すべく傀儡の王として即位させる策の候補ともさ
れる存在である。新羅では統一直後の文武王の反唐政策時に王弟の金仁問が宿衛しており、渤海
では大武芸の登州急襲後に、唐は渤海王にやはり宿衛する王弟の大門芸を建てようとした事例が
ある。
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また故国の王を冊立する唐の使者の副使となり、故国に至るや唐朝廷の勅命を、或いは故国の
言葉に翻訳して伝えるべく派遣されることもあり、王弟のほか王子がこの宿衛に充てられること
もある。
816年には「宿衛王子」の金長廉が「新羅（人）を生口と為す」ことの禁止策を請うて、「近界
州府の長吏をしてこのことに切に提擧を加える」こととしたのは（『册府元亀』巻42・帝王部・
仁慈）、その好例である。
ここで新羅人宿衛の政治外交の事例を列挙すれば、「宿衛新羅王子金獻忠」（806年）は「本国」
に帰されるに当たり、「試秘書監（秘書省・監は従３品）」に任ぜられ、また、金士信（809年）
は金彦昇（憲徳王）の即位にあたり、これを冊立する「職方員外郎攝御史中丞崔廷」の「副」使
として新羅に使いしている。812年にも「新羅質子の試衛尉少卿賜金魚袋金 」は「試光禄少卿」
に叙せられて、「哀荘王を弔祭し、憲徳王を册立する崔稜の副使」として新羅に赴いている。
宿衛はまた「質子」でもあったが、先の809年に憲徳王を册立する使節の副使として新羅に帰
国した金士信は唐に戻って宿衛を継続していたが、820年にはこの質子の金士信は新羅の質子の
政治外交的任務について、「本国（新羅）は朝天すること二百餘載。嘗て質子に差せられ闕に宿
衛す。天使の蕃に臨むことある毎に、副使に充てらて、聖旨を轉通し、国中に下し告ぐ。今、在
城の宿衛質子たり。臣、次して當に行かん」（『册府元亀』巻996、外臣部、納質）とて、故国新
羅に再び使いしている。ただ、825年に入唐した金允夫は翌年に宦官の正使に随って副使として
帰国し、「詔書を譯す」ことをもとめたが、ただ、敬宗の喪を告げる中使に随う副使に充てられ
るのみであった。（『册府元亀』巻999、外臣部、請求）
金允夫も金士信と同じく故国の新羅に一度は使いしながらも唐に戻って、836年に12年間もの
在唐を踏まえて、「再び本国宣慰及册立等副使」に充てられている。（『册府元亀』巻996、外臣部、
納質）
このように新羅の宿衛王子や質子は盛んな遣唐使の往来のなかで、新羅と唐の間の政治、文化
交流を担っている。古代日本の阿倍仲麻呂らに安全な帰国の機会が到来しなかったこととは好対
照である。
４．学生の例
唐の太宗は627年に天下の安寧を得て「文徳」を「海内」に布くべく「学舎数百間」を建てて
「四方の生徒」を集めたから、唐の四方周辺の蕃国から「子弟」が10 年の間の勉学を求めて派遣
されてきた。新羅はその盛んに「子弟」を派遣した蕃国であり、新羅学生は優秀であった。渤海
はその建国が７世紀末であったが、８世紀前半の文王・大欽茂以降は新羅に劣らず唐に「子弟」
を熱心に派遣した。
825年、新羅の憲徳王は「唐の太学に在学中の崔利貞・金叔貞・朴季業ら四人の帰国」を要請
し、これに交替して「新しく金允夫・金立之・朴亮之ら12人を宿衛させて、国子監において習業
させ、鴻臚寺からは彼等に資糧を支給することを求めて」、これらを許されている。（『册府元亀』
巻999・外臣部・請求）
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836年には新羅王子の金義 は謝恩使として唐に使して、宿衛の許可を求めて許されたが、「學
生員は舊例に准じて二人を留め、また衣糧は例に准じて支給される」ことになった。837年には
渤海の賀正王子の大俊明に随って入朝した学生16のなかで６人は「上都」を許され、10人は帰国
されている。この時、在唐する新羅の学生は216人にも達していた。（『唐会要』巻36・附学読書）
また、840年には新羅の「質子」と10年の学業を修めて新羅に帰国を許された「年満るに及び合
に国に帰るべき学生等」は105人であった。（『旧唐書』巻199・新羅）
今、こうした新羅の学生の名を『東史綱目』５上（安鼎福、1712～1791年、1758年草稿成る）
では「新羅、唐に事えてより以後、常に王子を遣り宿衞せしむ。又、学生を遣り太学に入り業を
習わしむ。十年の限り滿ちて国に還る。又、他の学生を遣り入学する者、多く百余人に至る。買
書銀貨は則ち本国より支給するも、書糧は唐の鴻臚寺より供給せらる。学生の去来する者、相い
踵す。長慶の初（821年）、金雲卿、始めて賓貢科に登る。（中略）雲卿の後より唐末に至り、登
科せし者五十八人。五代梁唐之際も亦三十二人に至る」まとめている。そこでは「崔利貞・金叔
貞・朴季業・金允夫・金立之・朴亮之・李同・崔霙・金茂先・楊頴・崔渙・崔匡裕・崔致遠・崔
愼之・ 金紹渤・朴仁範・金渥・崔承祐・金文蔚等」のように詩文と礼をもって称えられる新羅
人の名が掲げられている。
このなかで、金雲卿は821年に賓貢科に及第して、その後「入新羅宣慰」使として新羅に使命
を果たすや、その後841年には「 州（山東省）長史」に任じている。「檄黄巣文」で唐に名を馳
せた崔致遠は12才で入唐、874年礼部侍郎裴 のもとに及第した後、宣州（安徽省） 水県尉を
経て、淮南節度使高 に従事した。885年には僖宗の詔書を奉じて新羅に‘来聘’し、新羅に留
められて翰林学士守兵部侍郎知瑞書監となる。翌886年にはその文章を『桂苑筆集』巻20に編集
し、大山郡太守、富城郡太守となって新羅西部に赴いて、893年には賀正使として再び唐に渡航
する機会があったが、内外の治安が混乱して渡海は果たせなかった。894年、時務十余条を真聖
女王に進上し、阿 （官位６位）を受けるが、やがて海印寺に籠もっている。
崔承祐は890年に入唐、893年に侍郎楊渉の下に及第している。また、崔彦 は18才で入唐し、
礼部侍郎薛廷珪の下に及第、42才まで在唐した後、帰国して「執事侍郎瑞書院学士」として新羅
に仕えたが、後には高麗の太祖にも仕えている。金文蔚は入唐した後に及第し、やがて906年に
は、工部員外郎沂王府諮参軍の官を帯びて、册命使に充てられ新羅に帰国している。
おわりに
新羅は200回にも届くほどに遣唐使を盛んに派遣し、書籍や工芸品に代表されるが、唐の文化
と制度の輸入を重ねると、９世紀末の崔致遠に殊に顕著であるが、新羅を「東夷」から進んで
「東人」と認識する意識を生んでいる。「夷」から「人」へと言う自己認識の変化は、唐の文化を
獲得したことの自負の表現である。
ところで、新羅人の留学生は在唐中に改名することは記録には確認されない。実際、改名しな
かったものと見られる。そもそも新羅の官人の名は６世紀前半には音写されて漢字３文字ほどで
あったが、７世紀半には漢字１文字の姓と２文字の名を持つようになったのであり、阿倍仲麻呂
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の朝衡や井真成の例に見るように入唐後の唐風への改名の例とは対照的である。
新羅では毎年の如くに遣唐使の派遣と帰朝の儀礼が交互に進行したことを見れば、新羅の遣唐
使に随伴する留学制度は崔致遠が「西学」と表現しているように、学生の内面では「内地留学」
と言う意識さえあったのではないかとさえ思われる。致遠は「語を変えるに正音（漢語）を以っ
てす」とか「華風を以って弊を掃く」などと新羅の文化変容を表現し、また新羅人を「東人」と
も表現している。致遠に現れた東西の認識は新羅と唐とを分離するものではなく、寧ろ両者を接
近させるものであり、そこに文化の面において一体観を抱いていたものとさえ思われる。
朝鮮古代の遣唐使は百済・高句麗・新羅の三国鼎立時代では、政治課題としての遣外使節の性
格が濃く現れていた。その効果的な政策は唐の制度と文化を積極的に受容することであり、新羅
はこれに成功していた。
この政治課題の結実として、新羅は「君子之国」であるとか、「素より車書は混ざる」（賀正使
朴如言）など新羅の文化が「中華」と一体であることが唐との間で表現され、また唐から認めら
れることになった。渤海にもまた遣唐使の成果として「書車一家」（唐の温庭 の詩句）の評価
がある。
ところで、新羅の遣唐使と留学生に焦点を置いたこれからの研究課題には、留学帰国者と未帰
国者、また複数回になる唐との往来者と非留学者間に現れたであろう国際意識と文化意識の諸相
等をめぐる相互比較とそれらの渤海、日本等との国際比較がある。これには新羅人では新羅末期
の崔致遠や崔彦 の名が浮かんでくる。渤海では資料は多くないが、裴 がおり、日本では吉備
真備、粟田真人や阿倍仲麻呂、菅原道真等である。
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